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入山者の少ないであろう八ヶ岳東面杣添尾根で冬山テント生活、尾根上部での

プチラッセル、横岳岩稜帯でのアイゼンワーク、硫黄の強風体験など成果の多

い合宿を楽しんできました。 

 

2/9 硫黄岳 くもり～小雪 

AM6 時茅野発‐7：10 海ノ口別荘上登山口駐車～7：35 発‐雪少なく尾根に取

り付いてしばらくは氷化気味で早々とアイゼン装着し古いトレース跡を順調に

進む‐10：30 標高 2430m 地点に明日入山の B パーティー分も含めて二張り分

のテンバを設ける。予定より早くテンバまで上がれたので今日のうちに硫黄を

ピストンすることとし 11：15 発。森林限界より上部は風のためトレース消え気

味ではあったが、うっすらと三叉峰を視界に入れつつ登行し 12：53 奥の院着。

風は出てきたが冷え込みそれ程でないので硫黄に向け進む。徐々に視界不良と

なってくるが植物保護柵やケルンに導かれ 13：45 何も見えない硫黄山頂着。写

真撮影後帰路につくが硫黄名物の飛ばされそうになるくらいの強風が出てきて

体力を消耗し 16 時やっとのことでテンバ帰着。三連休というのに悪天予想のた

めか誰にも会わない不思議でラッキーな一日であった。 

 

2/10 赤岳 快晴 

AM6時発‐森林限界から上は風と降雪のためトレースなくなっており 3人で交

代しながらラッセルを楽しみ昨日より時間を要し 7：55 三叉峰着。今日は昨日

と反対の赤岳に向け進むが、鉾岳の茅野側トラバース部のトレースなくピック

とアイゼンの前爪でトラバースするマジなルートとなっていた。そうこうする

うちに行きかう登山者も増えてきて交錯の待ち時間がちょくちょく出てきたが

アイゼンが外れてるのに気づかずに？歩いてる危険な登山者二人、いずれも単

独に遭遇す。9：40 赤岳北峰で終了とし 360 度の絶景を楽しんだ後、往路を戻

る。11 時三叉峰で本日入山の B パーティーとうまい具合に合流でき互いに情報

交換しあう。硫黄に向かう B パーティーを見送った後、尾根を下降し 12：20

テンバ帰着。昨日と異なりたっぷりの水作りなどでゆったりとした午後をすご

し、両パーティー合流後に賑やかな夕餉を楽しむ。 

 

2/11 下山 小雪 

AM4 時起床‐赤岳に向かう B パーティーを見送った後 6 時下山—7：10 駐車場

帰着 


